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アジェンダ
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■ プログラム

1. 2021年度 事業方針

- Business b-ridge プロダクトマネージャー 岡 正弘

2. 新機能のご紹介

3. 製品デモンストレーション

4. ご質問会



オールインワンのアプリプラットフォーム

サプライチェーンを「強くする」
業務連携の継続的なデジタル化で
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導入実績

輸出業務の見える化
とデータの一元管理

ATTO株式会社

貿易帳票の作成・管理業務の一元化

中外製薬株式会社
（海外営業推進部）

予約/回答業務効率化と
顧客サービスレベル向上

ANAセールス株式会社

開発プロセスのスピード化
と監査・査察対応の効率化

コニカミノルタ株式会社
(ヘルスケア事業本部)

Business b-ridgeで配送進捗を管理

日本メジフィジックス株式会社

倫理指針への柔軟な対応を実現する
倫理・ボランティアシステムを構築

第一三共株式会社
アステラス製薬株式会社

製品苦情管理業務

エイワイファーマ株式会社

輸入管理支援システム

オリンパス株式会社
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サービス提供開始から継続利用率99%以上



これまでBusiness b-ridgeで構築した業務システム例
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■購買部門
・サプライヤーリスク管理
・購入品リスク管理
・見積・査定管理
・単価契約調整

■営業
・引合情報管理
・プロモーション情報管理
・見積・仕入・販売管理
・代理店予約受付管理
・申請書管理

■設計・開発部門
・DR部門
・設計・開発文書管理
・設備保全管理

■物流部門
・輸入書類・通関管理
・輸出書類・梱包管理
・物流トラッキング管理
・物流可視化サービス

■品質管理
・品質情報管理
・CAPA管理
・出荷判定管理

■生産管理部門
・委託先情報連携
・引合仕様情報管理

■在庫
・出荷管理
・輸入貨物トレース・店着管理
・輸送状況情報提供サービス

■配送
・問い合わせ管理
・情報提供サービス
・サポートデスク
・クレーム管理
・在庫管理



サプライチェーンのシステム化に
これから求められるもの
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サプライチェーンの課題解決に向けたシステムに求められるもの
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サプライチェーンの業務連携には

継続的な改善が求められる

事業所・取引先
の増減

製品の多様化 グローバル競争 災害リスク

ビジネスの成長 市場に対する変化



サプライチェーンの課題(1/2)

作業の属人化データ管理が
うまくできない

進捗が
分からない

確認・承認先
が分からない

ムダな
管理作業

インシデント
リスク

社内外の業務連携で発生する非効率な業務
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サプライチェーンでは営業や製造、見積・購買、物流など社内の多部門とサプライヤーや委託先工場など社内外の企業が

業務を連携させることで価値を生み出しています。しかし、サプライチェーンの業務連携は企業ごとに独自性が高く、複雑で

非効率な業務に課題を抱えている企業が多くあります。



サプライチェーンの課題(2/2)
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開発・調達(購買)・生産(製造)・配送(出荷/物流)での業務連携

停滞時間

業務時間

サプライヤー 調達 製造 在庫 配送 物流 小売開発



サプライチェーンの課題（3/3）受注から出荷までのドキュメント作成の業務プロセス
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海外販社
得意先 梱包情報入力書類作成

生産工場
物流部門

通関業者 銀行
海外販社
得意先

手動DL 受注業務
書類作成

社内用
書類作成

出庫依頼
伝票作成

通関用
書類作成

ERP

請求用
書類作成

請求用
書類作成

担当者A 担当者B 担当者C

出荷
データ

請求
データ

停滞時間

停滞時間

停滞時間 停滞時間
停滞時間

停滞時間

受注業務 出荷業務

• 貿易関連の書類作成が各担当者に委ねられているため、全体の進捗状況が誰にも分からない。

• 関係者への記入依頼や確認、承認に時間がかかる。

• 製品ごとに関連する貿易書類が一元管理できていない。

業務課題
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サプライチェーンの業務連携は3つの特徴から

独自性が高く複雑な業務を継続的に改善する

必要があるため、システム構築・運用費用が

高くなるため

業務改善が進まない原因とは？



サプライチェーン業務の特徴とは？
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同じような業務でも製品の調達や製造、在庫、流通方法など生産形態の違いから企業ごとに
独自性が高く、業務に合ったシステムの構築には多くの時間や費用が必要となります。

特徴①：生産形態の違いから企業ごとに業務の独自性が高い

特徴③：社内外から多くのユーザが関わるため業務プロセスが複雑になる

特徴②：市場の変化に合わせた変更や改善が多い
市場の変化から生産拠点が再配置されたり、リスク対応（災害・関連企業の倒産など）のため
業務プロセスの変更・改善が多くあります。そのためシステムも変更することが求められ、
運用による負担が大きくなります。

営業、製造、サプライヤー、調達、委託先、倉庫、物流など様々な役割を持つ多くのユーザが関わり
合うため業務が複雑になりシステム化が難しくなります。

サプライチェーン業務の特徴



業務課題の解決から経営課題の解決へ
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業務連携の効率化は経営課題の解決「売上・利益の向上」にも繋がります

生産性の向上

品質の向上

顧客満足度の向上

在庫削減

業連連携
の効率化

売上・利益
の向上

①業務課題の解決

②事業課題の解決

③経営課題の解決



サプライチェーンの課題解決に向けたシステムに求められるもの
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独自性の高い
業務への対応

社内外の複雑な
業務連携への対応運用に合わせた

継続的な業務改善



新しくなったBusiness b-ridge
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オールインワンのアプリプラットフォーム

サプライチェーンを「強くする」
業務連携の継続的なデジタル化で
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Business b-ridgeとは
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Business b-ridgeの強み
複雑な業務システムも

スピード構築①

②
業務に合わせた

柔軟運用

③
業務課題を見つけ出す

カンタン分析

④
継続的な業務改善のための

サクセス支援



Business b-ridgeでサプライチェーンの業務連携を継続的に改善を実現
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業務連携の継続的な改善

複雑な業務システムも

スピード構築

業務に合わせた

柔軟運用
業務課題を特定

カンタン分析

継続的な業務改善へ

サクセス支援



Business b-ridgeの特徴

１ ２ ３ ４

サクセス支援カンタン分析柔軟な運用スピード開発

継続的な業務改善へ「Business b-ridgeサイクル」

ワンクリックでアプリを
作成し、画面操作から業務

に合った設定に調整

実際に運用しながら機能
を追加したり利用する
業務範囲を拡げる

承認プロセスのデータを
分析して業務の停滞時間

を特定し、業務改善
につなげる

Business b-ridgeによる
業務改善をご支援

・ワンクリックアプリ作成
・デフォルトアプリ
・アプリコピー
・バルクインポート
・オンラインエディター
・データ連携

・プロセス制御
・ワークフロー
・通知連携
・ビジネスロジック

・ワークフロー分析
・データ履歴
・アクションログ
・設定変更ログ

・システム設計、構築支援
・システム連携支援
・業務改善支援
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Business b-ridgeの特徴

１ ２ ３ ４

サクセス支援カンタン分析柔軟な運用スピード開発

継続的な業務改善へ「Business b-ridgeサイクル」

ワンクリックでアプリを
作成し、画面操作から業務

に合った設定に調整

実際に運用しながら機能
を追加したり利用する
業務範囲を拡げる

承認プロセスのデータを
分析して業務の停滞時間

を特定し、業務改善
につなげる

Business b-ridgeによる
業務改善をご支援

・ワンクリックアプリ作成
・デフォルトアプリ
・アプリコピー
・バルクインポート
・オンラインエディター
・データ連携

・プロセス制御
・ワークフロー
・通知連携
・ビジネスロジック

・ワークフロー分析
・データ履歴
・アクションログ
・設定変更ログ

・システム設計、構築支援
・システム連携支援
・業務改善支援
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新機能の説明
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Business b-ridgeリリース予定の新機能
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# 機能 リリース次期 機能概要

１ ワークフロー 初版５月リリース
新しくワークフロー機能が加わり、承認・確認プロセスを標準化することができるように
なります。

２ グループ機能 初版５月リリース
これまでのBusiness b-ridgeは、ユーザを事業所や部門ごとでまとめる機能がありません

でしたが、任意で作成したグループにユーザを追加してメッセージ通知先やワークフ
ローの承認先としてまとめることができるようになります。

３ ワークフロー分析 初版５月リリース
分析機能では画面ごとに設定したワークフローの履歴をグラフ化し、各承認、確認にか
かった時間から業務と業務の連携で発生する停滞箇所を見える化、分析できるように
なります。

４ デフォルトアプリ作成 初版５月リリース アプリの作成時にTODOアプリや申請書アプリなどあらかじめ作成されたアプリをテンプ
レートとして選択できるようになります。

５ アプリ作成の簡易化 初版８月リリース
7月のリリースで機能ごとの整合性を見直し、ユーザが簡単にアプリが作成できるように
UXを見直しました。

６ メッセージ機能強化 初版８月リリース
これまでメール送信での自動連携はロール単位でしか制御できませんでしたが、事業所
や取引先など細かなグループごとに送信先を制御できるようになります。また、メール
送信のタイミングや条件なども設定できるように改善されます。



ワークフロー&グループ機能

役割の違うメンバーや部門・企業間で多くのやりとりが必要な申請・確認・承認をシステム化するワークフロー機能があります。申請・確認・承認のルート選
択を標準化し、依頼通知を自動化することで、滞留して長い時間がかかっていた業務もスピーディになります。また、ワークフローには欠かせない承認や
操作の履歴も画面から証跡として確認できます。
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ワークフロー分析

Business b-ridgeではユーザの申請・確認・承認にかかった所要時間を管理しています。所要時間は部門などのグループ単位や申請・確認、承認など
の作業単位など、複数の分析軸から全体の割合をグラフ化し、可視化します。それぞれの分析軸から所要時間の多くかかった業務を特定し、業務改善につ
なげることができます。
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デフォルトアプリ作成&アプリ作成の簡易化
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１ ２ ３ワンクリックでアプリ作成 設定調整 データ登録

アプリ設定からアプリ作成のボタンをクイックす
るとアプリが作成されます。

画面の入力項目などを変更し、業務に合うよう
に調整します。

最後に業務データを登録するとアプリが完成し
ます。

7月のリリースで機能ごとの整合性を見直し、ユーザが簡単にアプリが作成できるようにUXを見直しました。
アプリの作成時にTODOアプリや申請書アプリなどあらかじめ作成されたアプリをテンプレートとして選択できるようになります。



メッセージ機能強化
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購買部

委託先工場A
グループ

委託先工場B
グループ

委託先ロール

相模原工場
グループ

八王子工場
グループ

大阪工場
グループ

工場ロール

購買部

項目の値やアクションを条件に
メッセージをグループに自動で

送信することができます。

これまでメール送信での自動連携はロール単位でしか制御できませんでしたが、事業所や取引先など細かなグループごとに送信先を制御できるようにな
ります。また、メール送信のタイミングや条件なども設定できるように改善されます。
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新機能デモンストレーション



デモシナリオ（サンプル品出庫管理）
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商談

①提供するサンプル品の申請をする

②内容を確認し、承認する

④内容を確認し、
サンプル品が届く日を

連絡する

③サンプル品の提供依頼をする

顧客

倉庫担当

マネージャー営業

飲料メーカをイメージしたサンプル品の出庫管理の業務フロー



Business b-ridgeリリース予定の新機能
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# 機能 リリース次期 機能概要

１ ワークフロー 初版５月リリース
新しくワークフロー機能が加わり、承認・確認プロセスを標準化することができるように
なります。

２ グループ機能 初版５月リリース
これまでのBusiness b-ridgeは、ユーザを事業所や部門ごとでまとめる機能がありません

でしたが、任意で作成したグループにユーザを追加してメッセージ通知先やワークフ
ローの承認先としてまとめることができるようになります。

３ ワークフロー分析 初版５月リリース
分析機能では画面ごとに設定したワークフローの履歴をグラフ化し、各承認、確認にか
かった時間から業務と業務の連携で発生する停滞箇所を見える化、分析できるように
なります。

４ デフォルトアプリ作成 初版５月リリース アプリの作成時にTODOアプリや申請書アプリなどあらかじめ作成されたアプリをテンプ
レートとして選択できるようになります。

５ アプリ作成の簡易化 初版８月リリース
7月のリリースで機能ごとの整合性を見直し、ユーザが簡単にアプリが作成できるように
UXを見直しました。

６ メッセージ機能強化 初版８月リリース
これまでメール送信での自動連携はロール単位でしか制御できませんでしたが、事業所
や取引先など細かなグループごとに送信先を制御できるようになります。また、メール
送信のタイミングや条件なども設定できるように改善されます。



オールインワンのアプリプラットフォーム

サプライチェーンを「強くする」
業務連携の継続的なデジタル化で
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